平成２６年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立向島小学校
	◆集団の中で社会性を培い，学力の向上を図る
〖目指す子ども像〗
　１．進んで学習する子　　　　　（確かな学力）
　　　　・確かな学力を身につけた子ども

　　　　・意欲的に授業に臨む子ども

　　　　・自分の考えを持ち，交流して学びあえる子ども

　　　　・落ち着いた学級で，学習に向かう子ども

　　　　・失敗をおそれず，積極的に挑戦する子ども

　　　　・すすんで読書に向かう子ども

　２．なかよく共にのびる子　　　（豊かな人間性）
　　　　　・生活を向上させるため，自ら課題をみつけ，自ら計画し，自ら実践で　　きる子ども

　　　　　・集団の中で，規範意識を身につけた子ども

　　　　　・相手を尊重する心を持った子ども

　　　　　・進んでコミュニケーションができる子ども

　　　　　・すすんで挨拶できる子ども

　　　　　・望ましい言葉づかいをしようとする子ども

　　　　　・集団活動でのリーダー性を身につけた子ども

　　３．心身をきたえる子　　　　　（たくましい体）
　　　　　・自分の安全は，自分で守れる子ども

　　　　　・自分の健康は，自分で守れる子ども
（手洗い，うがいがすすんでできる子ども）

　　　　　・遅刻をせずに，時間を守る子ども
　　　　　・テレビやゲームに負けない子ども（早く寝る子ども）

　　　　　
～まなぶ子，まもる子，やさしい子，元気いっぱい向島の子～


＜目指す教職員像＞　～常に自己を高める教職員～
❒『一人一人に届く授業，子ども主体の授業』で，子どもたちに自信を持たせる教職員
・学力向上が学校の責務と考える教職員

・「授業で勝負」（深い児童理解と教材研究，高まり合う学級集団づくり）する教職員
言語活動を取り入れ，生きた力を　　話し合い活動・ノート活用（ノート検定）・問題解決学習

子どもの実態に応じ，視覚支援を　わかりやすい授業　　　ＩＣＴ活用

児童主体ですすめる授業の構築

・学校全体で行う活動は徹底して行う教職員（読書タイム，朝の読み声，ステップタイム等）

・各種調査にこだわる教職員（考察，共通理解，授業に生かす）

・家庭と連携して読書の習慣を身につけさせる教職員，図書館を活用する教職員
・子どもの見本となるような気持ちの良い言葉づかいをする教職員

❒個性や良さを認め，引き出し，集団の中で発揮できる力を育てる教職員
・親身になって子どもを理解しようとする教職員（月毎のケース会議の開催，不登校への対応）
・いじめを絶対に許さず，本気で対応できる教職員（相手を尊重する心を教える）

・よりよい集団作りを進めることにより子どもに社会性を身につけさせる教職員
　学校生活のあらゆる場で子どもが課題を見つけ，計画し，実施し，振り返ることを大切にする教職員

　　　学級集団，学年集団，フレサグループ，学級活動，児童会活動，クラマネの活用
・「ほめる」「認める」「受け止める」「励ます」「積極的に関わる」「居場所を保障する」を大切にする教職員

・家庭との連携を大切にする教職員（週予定表，学級・学年だより，ホームページ，家庭訪問等）
❒『規範意識』の徹底を図り，『学習規律』の確立を目指す教職員

・一人一人の子どもに「学校は学びの場」であることを知らしめ，約束やルール・規律等を確実に身に付けさせることのできる教職員

・「進んであいさつする子」「話がしっかり聞ける子」「正しい言葉づかいのできる子」の育成を目指す教職員

❒魅力的で尊敬される教職員
・積極的に自己研鑽や研修に励む教職員
・「社会で許されないことは学校でも許されない」ことを明確にし，毅然とした，かつ心の通った指導を徹底する教職員

❒子どもの健康・安全に気を配り，子どもを守り・育てる教職員
・どの子にも「声かけ」する教職員
・「どの子にもどの家庭にもつらい思いをさせない」との危機管理意識をもった教職員
・関係職員と連携して食に関する指導の充実を図り，体力・運動能力の向上に向けた取組を進める

※本年度の重点　　『チーム向島　共通理解と共通実践を徹底する』

　◎学力向上　

　　　授業改善・つけたい力を明確にし，言語活動で学ぶ・子ども主体で活気のある授業づくり・各種調査の重
　　　視

◎進んであいさつできる子，話がしっかり聴ける子，正しい言葉遣いのできる子

　　コミュニケーションの基礎力・自分から元気な声であいさつ・あいさつ運動の充実・まずは教職員から

　◎集団作りによる規範意識と社会性の向上　

　　　子どもの自主的活動の構築　　温かい学級集団作り
たてわり活動の充実（行事，常時活動）・人とのかかわり方を学ぶ・信頼関係を基盤とした学級づくり

◎読書の習慣

　　　活字に親しむ・テレビ・ゲームの弊害・全校朝読書（教員も）・新図書室の活用・１００冊マラソン，読書ノートの活用，いろいろな読み聞かせ
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